
安全対策を徹底した
イネWCSの受託生産

―湿田作業に習熟した作業者による優良経営事例―
飼料生産組織・柴高水田活用部会（茨城県小美玉市・井坂守代表理事）

萬 田 富 治

（一社）日本草地畜産種子協会主催の第５回全国自給飼料生産コンクールで表彰され

た優良事例を３回にわたって紹介しています。第３回目は優秀賞（農林水産省生産局

長賞）受賞の柴高水田活用部会の飼料生産組織です。

農業機械の専門家が創業

井坂守さんは、農機メーカーで農業機械の

専門家として稲WCSの普及事業に携わって

いましたが、退職後、豊富な経験を生かし

て、稲WCS生産の会社組織「柴高水田活用

部会」を立ち上げました。稲作農家と畜産農

家の双方の要望に沿った運営を行い、地域営

農の継続性において、なくてはならない存在

となっています。

また、近年は農業の高齢化が進む一方で、

作業機が大型化し、農作業事故が多発してお

り、農作業事故の低減が大きな課題となって

いますが、飼料生産組織の柴高水田活用部会

は、湿田などの条件不利水田での作業の安全

性を確保し、収益性においても優れた実績を
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上げています。

湿田作業に習熟した
作業者の養成
茨城県小美玉市は、生乳生産量が県内第１

位の酪農主産地です。酪農家戸数はピーク時

の平成１８年の７４戸から、平成２９年には４４戸ま

で減少し、総飼養頭数も減っていますが、１

戸当たりの飼養頭数は増加しています。安定

した経営継続のために、地域内での自給飼料

の安定生産と供給が求められています。

同市では、昭和４０年ごろに基盤整備が行わ

れましたが、排水不良の湿田が多く、湿田作

業に習熟した作業者による水田での飼料生産

が強く求められていました。

柴高水田活用部会の井坂代表は、農業機械

に精通し、安全作業にも豊富な経験を生かし

て、湿田での効率的で安全な農作業技術を従

業員に周知徹底しています。受託作業の開始

時は、作業者が湿田でトラクタを立ち往生さ

せることがたびたび発生しましたが、現在で

は計画的な農作業ができるようになっていま

す。

また井坂さんは、稲作農家と畜産農家のパ

イプ役として双方の意見や要望を聞き入れて

運営することを心がけているため、双方から

頼りになる存在となっています。

柴高水田活用部会の労働力は部会員５人と

雇用２人の計７人で、約４６ha（うち自己所

有３ha）の水田で飼料用イネ（稲WCS用品

種３６．５ha、飼料用米９．５ha）の栽培と収穫作

業を受託しています。雇用は、アルバイトや

オペレーターを活用していますが、湿田での

作業には習熟した技術が必要なため、料金は

作業の種類ごとに設定しています。

（写真３）水はけの悪い湿田が多い（写真１）湿田に対応した作業機を保有

（写真２）荒れた水路が多い
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作業に使用するトラクタは部会員が供出

し、播種機、田植え機、軟弱地盤に対応可能

なコンビネーションベーラー、ラッピングマ

シーン、ベールグリッパなどをフル装備して

います。作業機械のメンテナンスはメーカー

任せにせず、日頃から井坂さんが機械の知識

と操作法を教えているので、作業者は機械が

故障しても作業を中断することなく、計画的

な作業ができます。

受託事業の概要

井坂さんは農機メーカー在職中、稲WCS

の生産・調製技術の一連の体系を習得し、退

職後の平成２５年にコントラクター組織を立ち

上げました。２９年には、約３６ha の水田で稲

WCSを生産し、肉用牛肥育・繁殖農家３戸

および酪農家９戸に、約２０００ロールを供給し

ました。また、収穫機１台をフル活用できる

飼料用イネの品種を選定するなど、作業の安

全性確保とともに効率化を常に図ってきまし

た。

部会の生産形態は、栽培から収穫作業まで

行う耕種一貫型です。農地は主に、各地区の

小規模農家からの耕作依頼で受託しており、

現在は１００筆前後のほ場で飼料用イネの栽培

を受託しています。

飼料生産全体（稲WCSと飼料用米）の販

売収益は３９２３万１０００円、年間所得額は２３２０万

７０００円、労働力１人当たり年間所得額は４６４

万１０００円、所得率５９．２％と安定した経営を達

成しています。

稲WCSの生産コストは７万３００円／１０a

で、販売収益２８０７万８０００円、年間所得額１９１１

万６０００円（５万２４００円／１０a）、労 働 力１人

当たり年間所得額３８２万３０００円、所得率

６８．１％と良好な経営を行っています。

飼料生産

WCS用イネの品種は、酪農家からの要望

が多い高糖分で茎葉多収型品種への転換を一

気に進めました。平成２６年度からは「たちす

ずか」を中心に、「夢あおば」などを、２９年

度からは「たちあやか」、「つきすずか」も栽

培し、作期と収穫時期を分散させています。

（写真４）WCS用イネの生育状況 （写真５）WCS用イネ品種「つきすずか」の展示ほ場
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また、コストを削減するために湛水直播にも

取り組んだことがありますが、うまくいか

ず、現在は井坂さんが保有する育苗ハウス２

棟で高密度播種による育苗を行っています。

また、自家採種も行っています。

イネが湿田で倒伏すると収穫作業が困難に

なり、サイレージの品質が低下するので、肥

料は少なめに施肥しています。化学肥料は、

窒素成分で４．９kg／１０aを４月に施肥してい

ますが、施肥量が少ないのでイネ収量は低

く、１４３７kg／１０a程度にとどまっています。

しかし、稲WCSの平均的な品質は、pH

４．１６、水分６５％、乾物中 TDN５４．６％と良質

です。

稲WCSの価格は、大規模経営体には３２００

円、個別農家には３５００円と、１ロール当たり

３２５０円程度で販売し、送料として地域内２００

円／ロール、地域外５００円／ロールを加算し

ています。平成２９年には肉用牛肥育農家３戸

に１００２ベール、酪農家９戸に８３６ベールを販

売しました。

稲WCSの販売や搬送は部会が行っている

ので、その都度、部会と利用者との意見交換

が頻繁に行われ、利用者の要望に沿った栽培

と経営の改善が繰り返され、利用者からは高

い信頼を得ています。

受託面積の拡大が課題

平成２９年度の作付け面積は４６ha（うち借

地４３ha）で、これまで順調に受託面積を増

やしてきました。しかし地域内には遊休水田

が多いものの、大部分の水路が未整備で湿田

が多いため、新規の受託面積を増やせない状

況です。また、収穫後の稲WCSは作業上の

都合から一定期間、水田脇に仮置きする必要

があるので、仮置き用地が確保できない場

合、受託できなくなることが解決すべき課題

です。

堆肥利用が課題

省力化とコスト低減のため、流し込み施肥

を行っています。しかし堆肥の利用について

は、谷津田や湿田が多いため、マニュアスプ

レッダーが入らないこと、クローラトラク

ターを使用してもタイヤ式のマニュアスプ

レッダーが使用できないこと、水田が小区画

飼料用イネ 品種 面積（ha） 労力（人）
WCS用イネ たちすずか ３３．３ 職員 ５
WCS用イネ たちあやか ３．２ 雇用 ２
飼料用米 夢あおば ９．５ 計 ７

計 ４６
（うち借地） ４３

（表１）飼料用イネの品種・作付け面積と労力

（写真６）イネWCSのほ場での保管
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のため作業が困難なこと、などが解決すべき

課題です。

特筆すべき取り組み

条件不利な水田であっても、集落単位でま

とめて作付けすることで高い作業効率を確保

するなど、地域の水田農業を維持するために

必要な対応を行っています。また、湿田での

作業悪化に対する対策としては、コンバイン

を作業機械の脱出用に待機させることや、

ベールグリッパを２台配備するなどの措置が

取られています。倒伏の危険性が高いほ場に

は、収穫時の作業性を考慮した水管理を実施

し、追肥を控えるなど、きめ細かい対策が取

られています。

収穫物は、ほ場で保管しており、近距離の

販売先に直接搬送して保管・搬送の労力・コ

ストを削減していることも特筆されます。

評価と普及性

井坂さんは農機メーカーで稲WCSの普及

事業を手掛けた経験を生かし、水田農家と畜

産農家の双方の希望を取り入れた受託事業を

行って、地域営農の維持に大きく貢献してい

ます。

また、高齢化や農業用作業機の大型化で農

作業事故が増加し、事故の低減が大きな課題

となっていますが、井坂さんは従業員の安全

作業を周知徹底した受託事業を展開してお

り、特に湿田などの条件不利水田での安全作

業体系については多くの学ぶ点があります。

安全作業確保の具体例として、作業開始前

のミーティングの実施、作業現場での安全確

保、作業機械の整備・点検を念入りに実施し

ていることが挙げられ、これらの実施により

作業事故ゼロを継続しています。

柴高水田活用部会から畜産農家に供給され

る稲WCSの年間総量は５３０t に及んでいま

す。当該地域には酪農家が多く、従来から飼

料作物栽培に熱心に取り組まれてきた地域で

すが、稲WCSを乳牛へ１日１頭当たり１０kg

給与した場合、年間１４５頭分にも相当します。

稲WCSは肉用牛繁殖農家でも需要量の増加

が予想されますので、さらなる生産量の増大

が期待されています。

WCS用イネの栽培面の課題としては、堆

肥が未活用であり、倒伏防止のため化学肥料

の投入量不足などで多収にはなっていないこ

とです。今後は、こうした栽培技術の改善が

期待されます。

柴高水田活用部会は地域農業の維持に必要

な存在であり、事業の継続性を図るために

も、後継者の育成も今後の課題です。

（筆者：（一財）生物科学安全研究所 顧問）
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

地域の概要
ほう

㈱能登牧場は、能登半島の北部、石川県鳳
す

珠郡能登町に位置し、山間部よりやや内浦寄

りにあります。石川県の年平均気温は１３～

１４℃、年間降水量は２２００～２５００㎜で日照時間

が短く、冬には積雪もあり、地域は日本海側

気候に属します。

能登町は、能登半島を左手の親指に例えれ

ば、指の腹（爪側の反対）の位置にあり、南

「能登牛 かわいいよ 能登牛」
―能登牛を全国へ届けたいと取り組む若手生産者―

農林水産省生産局長賞／株式会社能登牧場
（肉用牛肥育経営・石川県能登町）

高 井 勝 弘

年 次 作目構成 飼養頭（羽）数 飼料作付面積 経営・活動の内容

平成２５年 肉用牛の肥育 ２月㈱能登牧場設立

平成２６年１０月
牛舎建設、
機械導入
肉用牛の肥育

飼養開始
第１牛舎完成（１０月）
ホイルローダー、マニュアスプレッダーの導入
肉用牛肥育経営開始

平成２７年 肉用牛の肥育 １１３頭 ５月初出荷、
平成２７年度出荷頭数２０頭

平成２８年２月 牛舎建設
肉用牛の肥育 ２３４頭 第２牛舎（２００頭規模）、堆肥舎（２棟）事務所完成、

５月より第２牛舎肥育素牛導入

平成２８年 肉用牛の肥育 ３６２頭 平成２８年度出荷頭数１９０頭
共励会グランドチャンピオン獲得

平成２９年 肉用牛の肥育 ４６４頭
（Ｈ３０．０２．０１現在）

平成２９年度出荷頭数１６５頭
共励会グランドチャンピオン獲得
第１１回全国和牛能力共進会第９区出品（一等賞）

平成３０年 牛舎建設 第３牛舎（３００頭規模予定）建設予定地造成開始

（写真１） ㈱能登牧場・専務取締役の平林将さん
（表１） 経営・活動の推移
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東側は内浦と呼ばれる内海で、富山湾に面し

てなだらかな丘陵地が広がっています。全体

が能登山地と呼ばれる海抜３００～４００mの低

山性山地で、主に新第三紀中新世の火山岩お

よび火砕岩類など種々の堆積岩からなり、外

浦側の高洲山（標高５６７m）を最高峰に、富

山湾に向かって緩やかに傾斜しています。

能登地域は、農林水産業と観光業が主力産

業ですが、農地は中山間地域に多く、条件の

悪い小規模農家の比率が高いことが特徴で

す。

石川県の耕地面積は総土地面積の１０％に当

たり、そのうち水田面積が８３．３％と、稲作の

盛んな地域です。農業産出額は５４８億円で米

の割合が５２％と高く、次いで野菜が２０％、畜

産は１７％（９５億円）です。

畜産では特に、ブランド牛として能登牛

（平成１９年１０月に地域団体商標として登録）

の生産に力が入れられています。生産量は多

くはありませんが、年間１０００頭の生産体制を

目指して推進し、今年３月には念願の能登牛

年間出荷頭数１０００頭を達成したところです。

一方で、平成２７年３月の北陸新幹線開業の

効果もあって多くの人が訪れ、能登牛の消費

量も増えており、価格は高値で推移していま

す。

能登町は、肉牛を飼育する農家が１３戸あ

り、県内最大の産地となっています。町も

「能登牛の里」と銘打ってイベントや支援を

行っていますが、高齢化による農家数の減少

に歯止めが掛かっていない状況です。

そこで、能登牛を扱う飲食店や販売店につ

いて、町は助成制度の創設により認定店（能

登牛銘柄推進協議会が認定）を増やすよう活

動し、能登牛の牛肉は、ふるさと納税の返礼

品としても人気となっています。

経営管理・生産技術の特色

【合同品評会で最高賞を受賞】

能登牛と若狭牛の合同品評会が平成２９年１２

経
営
の
概
要

労働時間
（畜産）

家族・構成員 ２，４４０時間
雇用・従業員 ７，１０４時間

〈労働従事人数（家族・構成員）〉 ４人
〈労働日数／１人（家族・構成員）〉 ２９８日
労働力員数

（畜産・２０００hr 換算）
家族・構成員 １．２人
雇用・従業員 ３．６人

肥育牛
平 均
飼養頭数

肉用種 ３３３頭
交雑種 頭
乳用種 頭

年 間
肥育牛
販売頭数

肉用種 １７１頭
交雑種 頭
乳用種 頭

所 得 率 ５．８％

生

産

性

肥
育
（
品
種
・
肥
育
タ
イ
プ
）

（
黒
毛
和
種
種
雌
若
齢
）

肥育開始時
日齢 ２９４日
体重 ２６３kg

出荷時
日齢 ８８１日
体重 ７２２．９kg

平均肥育日数 ５８７日
販売肥育牛１頭１日当たり増体重（DG） １．２３kg
対仕向事故率 ０．４％
肉質等級４以上格付率※ ９６．０％
もと牛１頭当たり導入価格 ５９０，３６７円
もと牛生体１kg 当たり導入価格 ２，２４５円

（
黒
毛
和
種
去
勢
若
齢
）

肥育開始時
日齢（月齢） ２８５日
体重 ２８４kg

肥育牛
１頭当たり

出荷時 ８３５日
出荷時生体重 ７９３kg

平均肥育日数 ５５０日
販売肥育牛１頭１日当たり増体重（DG） １．４４kg
対常時頭数事故率 ０．７％
肉質等級４以上格付率※ ９３．４％
もと牛１頭当たり導入価格 ６８４，８０８円
もと牛生体１kg 当たり導入価格 ２，４１１円

（表２） 経営実績（平成２９年度）
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月４日、金沢市の県金沢食肉流通センターで

開催され、㈱能登牧場が出荷した能登牛の枝

肉が、最高賞のグランドチャンピオンに選ば

れました。品評会後に行われた競りでは、過

去 最 高 額 と な る１頭２５９万８０００円（４８０５

円／㎏）で競り落とされました。

合同品評会は、肥育技術向上のため毎年開

かれており、平成２９年度で２９回目を数え、最

高額の更新は２年連続となります。平成２８年

度のグランドチャンピオンも、能登牧場が出

荷した能登牛枝肉で、このときは１頭２５４万

２０００円で競り落とされました。

最高額となった枝肉は、能登牛の中でも特

に品質の高い「能登牛プレミアム」で、BMS

（ビーフ・マーブリング・スタンダード＝脂

肪交雑基準）が１２段階中最高評価だったこと

や、うま味の指標となるオレイン酸の含有量

が多いことなどが評価されました。

【立地条件からみた経営の合理性と安全性】

県は能登牛の生産に力を入れているもの

の、高齢農家の離農等の影響もあって出荷頭

数の少ない中、群馬県で生産実績のある赤城

畜産㈲が石川県に参入し、平成２５年２月、能

登町に㈱能登牧場を設立しました。

同牧場が能登牛の生産を行うことで、能登

牛出荷頭数の向上が図られるため、県の積極

的な事業支援も受けられます。加えて、出荷

牛は世界農業遺産の地で生産された「能登牛

ブランド」としての恩恵が期待できます。

【着実な規模拡大で目標を達成】

同牧場は、平成２６年に完成した第１牛舎か

ら飼養を開始し、平成２７年には第２牛舎を建

設しました。現在は第３牛舎建設予定地の造

成中であり、以降、第４牛舎の建設も計画し

ています。

生産体制は、平成２９年度に最大稼働となっ

ており、平成３０年度中に当初目標である年間

３００頭出荷に達する見込みです。肥育頭数の

うち、能登牛の出荷頭数は３割を超え、能登

牛１０００頭生産体制の中心的役割を担っていま

す。

また、将来の安定的な出荷を考え、SNS

の活用や、TV番組・TVコマーシャルへの

出演等、消費者に向けての能登牛 PR活動に

（写真２） 広々とした牛舎 （写真３） 赤城畜産での経験を生かし天井が高く換気
の優れた牛舎を建築した
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も積極的に参加し、能登牛の知名度アップを

図っています。また、畜産GAPにも取り組

み中です。

さらに、県内の肉用牛生産に取り組む若手

生産者で協議会を設立（平成３０年１０月発足）

し、飼養技術の向上や PR活動による能登牛

の知名度向上を目指しています。

【優れた飼育技術】

同牧場の飼養技術は、平林将専務が赤城畜

産㈲で２年間学んだ、実績ある飼養方法を踏

襲しています。１頭１頭にしっかり食べさせ

る基本を大切に、肥育技術も試行錯誤と改善

を常に行っています。飼養改善については、

取り組む目的やリスク等を記載した説明用紙

を作成し、従業員へ教育を行っています。

この結果、従業員の習熟も進み、肥育成績

は年々改善され、肉質等級やロース芯面積が

向上し、上物率は９８％までアップしました。

石川県と福井県の合同枝肉共励会では、２年

連続でグランドチャンピオンを獲得しまし

た。

先進技術や最先端の機械装置の導入はな

く、装置としては自動給餌機がある程度です

が、飼養管理では１頭１頭の観察を大事に

し、従業員の意識向上による無駄の排除が省

力化につながっています。

平林専務は、「経営内の無駄をなくすこと

が重要だが、何でも削減して品質低下を招い

てはいけない」と考え、最終的には、顧客満

足度を考えて肉質が低下しないよう考慮しな

がら、経営の無駄をなくすことを心掛けてい

ます。

耕畜連携の活動

生産した堆肥は、平成２９年より近隣の野菜

栽培法人に供給しており、平成３０年には２００t

を提供します。さらに、能登牛の堆肥を利用

するブランド米「能登姫（のとひめ）」の栽

培農家にも堆肥を供給しています。

「能登姫」は、能登町内１２戸の水稲農家が

立ち上げた「能登町おいしいお米づくり研究

会」によって生産される能登町産ブランド米

です。同牧場は、堆肥供給側として「能登町

おいしいお米づくり研究会」に参加し、能登

牛の堆肥で作った能登町のおいしいお米作り

活動に協力しています。

地域に対する貢献

上述のように同牧場は、地域ブランド牛の

能登牛生産量の拡大に貢献し、また生産した

堆肥はブランド米「能登姫」の生産に活用さ

れるなど、地域のブランド農畜産物の推進に

貢献しています。平成３０年１０月に発足した能

登牛若手生産者の協議会では副会長を務め、

（写真４） オレイン酸に着目した飼料給与を行うほか、
さらに新しい飼養方法を模索するため、飼
養頭数の１割で比較対象実験を実施している
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映像をご活用ください！

現在、66本の映像を配信しています！

い

能登牛生産の中核的農家として役割を担って

います。

また、同牧場では従業員のうち３人が石川

県出身者で、地域雇用の創出にも貢献してい

ます。今後はさらに、２人の雇用も予定して

います。そのほか、従業員の働きやすさを考

え、牛舎近くに宿泊施設を借り受けて無償で

利用できるようにするなど、就業環境に配慮

し、現時点で採用者の離職者はいません。

将来の方向

平林専務は、明治大学大学院会計専門職研

究科で学んだ経験から、牧場では事務を担当

することとなっていましたが、現状は飼養管

理等も含め、もと牛仕入れ以外のすべてを

行っています。もと牛の仕入れは、父と㈱能

登牧場の社長である兄が行っていますが、２

人が同牧場に来るのは１ヵ月に１～２回と、

年５回の北陸３県和牛子牛市場開催時のみで

あることから、実質的にはまだ３５歳と若い平

林専務が経営を担い、今後の経営継続性も期

待されます。

さらに増頭を計画中で、今後は１０００頭規模

まで経営を拡大する計画です。

（筆者：石川県奥能登農林総合事務所）
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連載 護蹄管理の重要性 第５回
『環境による蹄病発生』

神奈川県農業共済組合 家畜診療所 伊 藤 昌 範

環境と蹄病

今年の５月は気温が３０度を超える真夏日が

多く、５月の最高気温を記録した地域も多

かったようです。しかし朝夕はまだ涼しく、

日中の湿度は低めなので、日陰で風さえあれ

ば過ごしやすかったのではないでしょうか？

一方、６月になると徐々に湿度が高くな

り、牛舎内の通路がすべりやすくなって、み

なさんも転びそうになったことはありません

か？牛床も同様にすべりやすくなります。牛

たちがすべって足を痛めやすくなったり、股

開き（股関節脱臼）も発生しやすくなるので、

特に注意が必要です。また、湿度が高くなる

と細菌の増殖が活発になり、泌乳牛では乳房

炎の発生が増加します。そして、牛床がふん

尿で汚れていると、乳房炎だけではなく蹄病

の発生も増加すると考えられます。

近年の酪農場では、飼養頭数の増加に伴

い、フリーストール牛舎やフリーバーン牛舎

が増加し、それに伴って蹄病が問題になって

きています。

放し飼い牛舎では、エサを食べるため、水

を飲むため、搾乳をするために、牛が歩かな

くてはいけません。蹄病を患って歩く回数が

減ると、採食量と飲水量が減り、乳量が減少

してしまいます。さらに、採食量の減少と疼

痛ストレスは、繁殖にも悪影響を与えます。

つなぎ飼い（タイストール）牛舎でも、蹄

病の牛は起立時間が短縮して採食量が少なく

なるため、乳量が減少し、繁殖成績も悪化し

てしまいます。

神奈川県の酪農場は、３０～４０頭飼養のタイ

ストール牛舎が主体ですが、蹄病の多い農場

と少ない農場があります。そこで、厚さ２

cmのゴムマットを使用している管内のタイ

ストール飼養酪農場において、蹄病診療依頼

が多い２農場と、少ない２農場の、「蹄病発

生状況」「牛床環境」「牛体衛生スコア」「泌

乳最盛期の給与飼料乾物（DM）中の中性デ

タージェント繊維（NDF）含量と非繊維性

炭水化物（NFC）含量」を調査したので紹

介します。

牛体衛生スコア

「牛体衛生スコア」は、ウィスコンシン州

立大学のクック教授によって提案され、実用

化されています。観察部位は、乳房、大腿、
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下腿の３ヵ所で、汚れ具合から「スコア１、

２、３、４」となり、汚れが多いほどスコア

は高くなります（図１）。通常は、スコア３、

４を示す牛の比率を算出し、牛群としての衛

生的評価をします。

今回は、牛群規模が小さく詳細な比較をす

るために、スコアの平均値で比較しました。

調査期間・頭数・農場の
概要
調査は、平成２８年１月～平成３０年１２月に、

管内のタイストール飼養の酪農場で蹄病診療

依頼が多いA農場（成牛約７６頭）、B農場（成

牛約３４頭）と、蹄病診療依頼が少ないC農

場（成牛約４６頭）、D農場（成牛約３２頭）で

実施しました。蹄病治療をしたホルスタイン

種１２５頭、ジャージー種１頭の診療カルテを

集計し、各農場の蹄病発生率と

傾向を調査しました。

蹄病発生率は、「年間蹄病治

療頭数／各年共済引き受け時の

成牛飼養頭数×１００」で求めま

した。牛床環境については、平

成３０年９月に牛床の材質、敷料

の種類・量、牛体衛生スコアを

調査しました。牛床環境と蹄病

発生の関連性は、χ２検定とマ

ン・ホイットニー検定を使用し

ました。泌乳最盛期の給与飼料

は、平成３０年１２月に、聞き取り

および部分的な実測調査によっ

て、DM中のNDF含量とNFC

含量を求めました。

結果

蹄病発生率（H２８、H２９、H３０）は、A農場

「２３．５％、１９．４％、４５．９％」、B農場「４６．９％、

３３．３％、３９．４％」、C農場「７．３％、１０．２％、

４．２％」、D農場「１０．０％、９．７％、８．８％」（図

２）です。多かった蹄病は、A農場が趾皮膚

炎（DD）と蹄底潰瘍、B農場がDD、C農

場がDDと蹄底潰瘍、D農場が趾間皮膚炎

と蹄底潰瘍（図３）で、治療した肢における

後肢の割合は、A農場が１００％、B農場９９％、

C農場１００％、D農場６７％（図４）でした。

牛床の材質は、全農場で厚さ２cmのゴム

マットを使用しており、敷料の種類・量は、

A農場は敷料無し、B農場はおが屑とシュ

レッター紙で少なめ、C農場はシュレッター

（図１） 牛体衛生スコア

※「牛は訴えている～カウコンフォートの重要性～」より転載
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古紙幣で多め、D農場はおが屑で多め（表

１）の状況。牛体衛生スコアは、部位ごとの

平均±標準偏差（乳房、大腿、下腿）が、A農

場「３．１±０．８、３．４±０．７、３．３±０．７」、B 農

場「２．９±１．０、３．３±０．８、３．３±０．６」、C 農

場「３．２±０．９、３．５±０．８、２．９±０．７」、D 農

場「２．５±１．０、２．７±１．１、２．４±０．６」（表１）

となりました。

（図２） 蹄病発生率

（図３） 蹄病種類（延趾数）

（図４） 罹患肢（延肢数）
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これらの結果、敷料が無いまたは少ない

A・B農場は、敷料が多いC・D農場に対

し、有意に蹄病治療牛が多く（図５）、蹄病

発生率の高いA・B農場は、蹄病発生率の低

いC・D農場に対し、有意に下腿衛生スコア

が高くなっていました（図６）。

また、泌乳最盛期の給与飼料DM中の

NDF含量とNFC含量は、A農場「４３．３％、

３３．８％」B農 場「４３．２％、３４．２％」C農 場

「４３．３％、３４．２％」、D農場「４０．８％、２７．８％」、

牛床 敷料の種類・量
牛体衛生スコア（平均値）

飼料給与方法
泌乳最盛期給与飼料DM中％

乳房 大腿 下腿 NDF NFC

Ａ農場 ２cmゴムマット 敷料無し ３．１±０．８ ３．４±０．７ ３．３±０．７ 乾草、配合飼料 ４３．３ ３３．８

Ｂ農場 ２cmゴムマット おが屑＋シュレッター・少ない ２．９±１．０ ３．３±０．８ ３．３±０．６ 乾草、購入TMR、配合飼料 ４３．２ ３４．２

Ｃ農場 ２cmゴムマット シュレッター古紙幣・多い ３．２±０．９ ３．５±０．８ ２．９±０．７ 購入 TMR、CS、乾草 ４３．３ ３４．２

Ｄ農場 ２cmゴムマット おが屑・多い ２．５±１．０ ２．７±１．１ ２．４±０．６ 乾草、配合飼料 ４０．８ ２７．８

＊CS（コーンサイレージ）

（表１） 牛床環境、牛体衛生スコア、泌乳最盛期の給与飼料

（図５） 蹄病と敷料

（図６） 蹄病と牛体衛生スコア
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でした（表１）。

まとめ・考察

今回調査した４農場では、農場により発生

の多い蹄病が異なり、A・B農場ではDDの

発生が多く、A・B・C農場では蹄病の９９％

以上が後肢に発生していました。

また、全農場で厚さ２cmのゴムマットを

使用していましたが、敷料がないまたは少な

いA・B農場で蹄病治療牛が有意に多く、蹄

病発生率の高いA・B農場では下腿衛生スコ

アが有意に高くなっていました。全農場の泌

乳最盛期給与飼料DM中のNDF含量は４０％

以上、NFC含量は３５％以下でした。

ふん尿中では細菌が増殖しやすく、DDの

主な原因菌であるトレポネーマは、ふん中で

最大６日間生存したという報告があります。

そのためDDは、ふん尿で汚れた環境では

非常に伝染しやすくなります。

さらに、DDは重症化すると再発率も高ま

るので、早期発見・早期治療が重要になりま

す。また、蹄角質は水分を含むと柔らかくな

り、アルカリ性に弱いので、ふん尿中の水分

とアンモニアによって軟弱になってしまい、

蹄底潰瘍や白帯病などの蹄角質疾患が発生し

やすくなります。また、亜急性（潜在性）ルー

メンアシドーシスも、蹄角質疾患の原因にな

ると言われています。

今回の調査では、１回ごとの濃厚飼料給与

量や移行期の飼料増給方法を考慮していませ

んが、全農場とも、繊維不足による亜急性

（潜在性）ルーメンアシドーシス発生の可能

性は低いと思われます。したがって、蹄病診

療依頼の多いA・B農場における蹄病多発の

主な原因は、牛床後部のふん尿による汚れで

あると考えられます。

DDコントロールと
牛床の乾燥
このように、タイストール牛舎で蹄病が多

発している場合は、①伝染力の強いDDを

早期発見・早期治療により蔓延させないこ

と、②敷料を多く使用することで牛床後部を

乾燥させ、後肢下腿を清潔に保つこと―が蹄

病を減少させるためにとても重要であると思

います。

一方、フリーストール牛舎やフリーバーン

牛舎では、DDを重症化させないために、定

期的な蹄浴と削蹄時の早期発見・早期治療を

行うことが重要だと思います。そして、牛床

をできるだけ乾燥させるために、除ふんの回

数を増加したり、または敷料を使用すること

は、DDと蹄角質疾患の両方を減少できると

思います。

どのような飼養形態であっても、牛床を乾

燥させて牛たちを清潔に管理するためには、

敷料にかかるコストや除ふんの労力が必要に

なると思います。しかし、がんばった以上に

牛たちは、生産性の向上（蹄病の減少、乳房

炎の減少）で恩返しをしてくれるのではない

でしょうか？

次回は、蹄病の季節性と予防法を紹介した

いと思います。

（筆者：神奈川県農業共済組合 家畜診療所長）
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酪農の新規就農促進PRで
動画を配信しています

（公社）中央畜産会は、平成３０年度女性・リタイア世代等就農定着促進等推進事業により、酪
農の新規就農促進を図るため、「酪農にチャレンジしてみませんか」と題したオリジナル PR動
画を制作しました。
この動画は、１本約５分の４本立てで、ひとりの若い女性が普段の何気ない生活の中で、ふと

酪農に思いを寄せるシーンから始まり、秋田県と北海道の酪農生産者が酪農の仕事と魅力を語る
話をつないだストーリー展開です。

また、中央畜産会では肉用牛経営への新規就農促進 PR動画「肉用牛を育てる魅力」と題した
動画も配信しており、どちらも下のQRコードでご覧いただけます。
多くの方々に動画をきっかけに酪農・畜産にチャレンジしてみたいと思われる方々が出てくる

ことを期待しています。
これらの動画は、中央畜産会のホームページで公開し、YouTube 等の SNSを通じて動画を配

信するほか、農林水産省の「農業経営者 net」にもアップされており、学生をはじめ一般の方々
にも酪農・畜産への就業に関心を持っていただける内容ですのでぜひご覧ください。

酪農動画 肉用牛動画

お問い合わせ先
公益社団法人 中央畜産会 経営支援部（支援・調査） 担当：前原・水野
TEL：０３―６２０６―０８４３ FAX：０３―５２８９―０８９０ E―mail：sien@sec.lin.gr.jp
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（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

算出の区域 肉用牛１頭当たりの
標準的販売価格

肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※ 算出の区域 肉用牛１頭当たりの

標準的販売価格
肉用牛１頭当たりの
標準的生産費

肉用牛１頭当たりの
交付金単価（概算払）※

北海道 １，２０５，５３５円 １，２０３，３２２円 － 石川県 １，４３８，６３４円 １，２０８，０６８円 －
青森県 １，１７８，８００円 １，１７２，８６３円 － 福井県 １，３２７，００７円 １，２０９，７５７円 －
岩手県

（日本短角種を除く。） １，２１７，８８８円 １，１７７，０１９円 －
愛知県 １，２３５，９７２円 １，１４４，３２８円 －
鳥取県 １，２９９，０７１円 １，１７６，９１９円 －

岩手県
（日本短角種） ８３５，８０５円 ７４８，８３６円 －

島根県 １，２１６，５５６円 １，１７４，９７２円 －
岡山県 １，２６５，３４８円 １，１３８，００８円 －

宮城県 １，２４８，３２３円 １，１８８，９１４円 － 広島県 １，２１０，２８４円 １，１６９，３５５円 －
秋田県 １，２４１，１９８円 １，１８４，２５０円 － 山口県 １，２０４，６５８円 １，１６６，１８４円 －
福島県 １，２２９，４０８円 １，２１０，８４２円 － 香川県 １，３３３，００１円 １，１６３，１３６円 －
茨城県 １，２４１，３２４円 １，２０１，８１１円 － 愛媛県 １，２６０，７５８円 １，１３２，６５０円 －
栃木県 １，２２６，９４３円 １，１７８，４９４円 － 福岡県 １，２２５，３８６円 １，１７８，４５３円 －
群馬県 １，２２８，２４８円 １，１６１，２４９円 － 佐賀県 １，２４１，９００円 １，１８８，７７１円 －
埼玉県 １，２２４，３２８円 １，１７４，５４７円 － 長崎県 １，２４７，１５６円 １，１９４，２１４円 －
千葉県 １，２２８，７４８円 １，１８４，０５８円 － 熊本県 １，１９３，９８２円 １，１６３，９１６円 －
神奈川県 １，２５１，２３６円 １，１３１，８３４円 － 大分県 １，１９４，５９６円 １，１６７，８３３円 －
山梨県 １，１８２，９１６円 １，２０６，５６７円 １７，２８５．９円 宮崎県 １，２８０，９６３円 １，１７３，６４２円 －
長野県 １，２４４，０９６円 １，２０１，０３３円 － 鹿児島県 １，２５３，７５６円 １，１９７，４０７円 －
静岡県 １，３０３，８６８円 １，１９２，９１２円 － 沖縄県 １，２１３，２８３円 １，１４４，２４０円 －
新潟県 １，２３０，０３０円 １，１９７，５０４円 － 二以上の

都道府県の区域 １，３８６，５１６円 １，１９３，１６３円 －
富山県 １，２４４，４９２円 １，２０２，５２９円 －

（表１）肉専用種の交付金単価（概算払）

※肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）は、肉用牛１頭当たりの標準的生産費と肉用牛１頭当たりの標準的販売
価格との差額に１００分の９０を乗じた額から４，０００円を控除した額

肉用牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付について

［平成31年4月分］
平成３１年４月に販売された交付対象牛に適用する畜産経営の安定に関する法律（昭和３６年法律

第１８３号）第３条第１項に規定する交付金について、肉用牛肥育経営安定交付金交付要綱（平成
３０年１２月２６日付け３０農畜機第５２５１号）第４の６の（５）のオの規定及び同（５）のカの規定によ
り準用する同（１）から（４）までの規定に基づき標準的販売価格及び標準的生産費並びに交付
金単価を表１および表２のとおり公表しました。
なお、当該交付対象牛に係る交付金の交付については、概算払いを行います。標準的生産費お

よび交付金単価の確定値については、令和元年８月上旬に公表する予定です。

肉用牛１頭当たりの標準的販売価格 肉用牛１頭当たりの標準的生産費 肉用牛１頭当たりの交付金単価（概算払）
交雑種 ７７１，４１１円 ７１６，８６８円 －
乳用種 ４５３，７８０円 ５０１，２４９円 ３８，７２２．１円

（表２）交雑種・乳用種の交付金単価（概算払）
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